
 

 

 

 

 

気温の変化がはげしく、急激な気温の上昇がみられます。今年の夏は猛暑になるとの予測も出て 

おります。園では毎日の熱中症予防情報（環境庁熱中予防情報サイト）をもとに、暑さ指数（WBGT） 

を参考にし、熱中症予防に努めさせていただきます。 

 

暑さ指数（WBGT）とは人体と外気との熱のやりとり（熱収支）に着目した指標で、人体の熱収支に与える影響の大きい 

 ①湿度、 ②日射・輻射(ふくしゃ)など周辺の熱環境、 ③気温の３つを取り入れた指標です。 

今川学園の保育室内では温度・湿度計を設置し、安全に保育を受けることができるようこまめに温度調節をし、乳児、幼児

ともに水分補給をするなど、配慮させていただいております。 

尚、WBGT が 31℃を超えた場合、子供たちの体調を考慮し、外遊びを中止させていただきます。 

  ＷＢＧＴが 28℃を超えた場合は適宜休憩と水分補給を行い、体調を見ながら外遊びをさせていただきます。 

また、体調が悪い、睡眠不足、生活リズムが崩れている人は、熱中症になりやすいといわれています。 

明らかに体調が悪いだけでなく、機嫌が悪い、食欲がないなどいつもと様子が違うことがあれば、担任にお伝えください。 

 

 

子ともが熱中症になってしまうのは 

熱射病（日射病）が大半を占めています。 

自己判断が難しい子どもに対しての 

初期症状（脱水症状）のサインを見逃さない為に 

簡単なチェック方法を紹介します。 

・口や鼻の中が乾いていないか？ 

・舌が白くおおわれていないか？ 

・目をしょぼしょぼさせていないか？ 

・皮膚に弾力性がなくカサカサしていないか？ 

・手が冷たくなっていないか？ 

 

★汗をいっぱいかいている時には、初期症状をみのが

さないためにも、子どもの手を頻繁に触るようにして

確認をしましょう。★ 

 

以上の脱水症状の初期症状をこまめにチエックして、 

水分補給をすることが大切です。 
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水分補給の落とし穴 
水分補給はたいせつですが、糖分の多い飲み物は、

とりすぎると食欲が落ち、体力低下にもつながりま

す。ジュースはもちろんのこと、スポーツドリンク

にも糖分の高いものが、けっこうあります。気をつ

けましょう。 

夏の特別号 



 

 

 

http://www.wbgt.env.go.jp/mail_service.php   熱中症予防情報メール配信サービスです  

 

 

★人は汗をかくことで体温調節をしていますが、快適な環境で、汗をかかない状態に慣れてしまうと、 

運動中や夏に体温が上がり過ぎて熱中症になるリスクが上がると言われています。 

上記に配慮しながら子ども達にはたくさん遊んでしっかり汗をかく習慣をつけてもらいたいと思っています。 

http://www.wbgt.env.go.jp/mail_service.php

